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色素細胞の発生と内耳における機能発現
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A Role for Inner Ear Melanocytes in Anti-stress Responses
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Abstract
Mammalian melanin-producing pigment cells, i.e. the retinal pigment epithelium （RPE） and the melanocytes, are de-

rived from two distinct cell lineages. The RPE is derived from the dorsal portion of the optic vesicle that outgrows from the 
prosencephalic neuroepithelium, and plays indispensable roles for eyesight. On the other hand, the melanocytes are derived 
from the neural crest, a vertebrate-specific embryonic cell population. Melanocytes migrate to a variety of tissues and organs. 
In the skin, they play an important role as a sunscreen by transferring melanin pigments to surrounding keratinocytes that 
predominate in the epidermis. Melanocytes may also play other specific role（s） that may not necessarily depend on their 
characteristic signature, the production of an energy transducer, melanin pigment, depending on the tissues and organs where 
they settle. For example, melanocytes in the inner ear are indispensable for hearing ability, but melanins are known not to be 
essential for that ability. Recently, we found that cochlear melanocytes strongly express Gsta4, well known as one of the de-
toxifying enzymes, suggesting the involvement of inner ear melanocytes in an anti-oxidant defense system.
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1.　は じ め に

数十兆個からなるわれわれ一個体のそれぞれの細胞を
どのように発生させ分化させるか （特徴づけるか），そ
の機構解明は基礎科学の大きな課題の一つである。この
個体発生は遺伝子の差次発現に支えられている。これら
全細胞は一個体として高度に統御されているが，全体で
数百種類のタイプに分けることができると言われてい
る。複雑な個体を構成するこれら細胞群はどのような機
能を持つのか，これも大きな問題である。ここでは，私
たち，特に本会会員にはなじみが深い色素細胞が，皮膚
における体色の発現や紫外線防御機構の役割だけでな
く，ほかの組織や器官に応じて異なる機能を発揮できる
細胞群で，個体の恒常性維持やひいては生物学的な個性
発現に大きく寄与している可能性を紹介したい。

2.　色素細胞の個体発生における系譜

ところで，私たちの色素細胞はどこから生まれるので
あろうか？ この細胞が体表全体に分布するのはどのよう
にして達成できるのだろうか？ 詳細がすべて明らかに
なっているわけではないが，この問題を考えるには，当
該細胞の個体発生における系譜を知ることが重要である。

われわれ哺乳動物におけるメラニン色素細胞の発生系
譜は二通りある。一方は発生中の脳胞に由来する網膜色
素上皮であり，神経網膜を裏打ちし （外側に位置し） 視
覚に必須の機能を担う。他方は脊椎動物胚特異的に一過
性に背側に形成される胚組織 （構造） である神経
冠 （堤） の細胞群に由来し，全身に移動，定着するメラ
ノサイトである。メラノサイトは高い移動能を持ち，皮
膚以外にも眼，内耳，心臓，等々，多くの組織・器官に
定着する1） （Fig. 1）。本会では釈迦に説法になるが，メ
ラノサイトが産生するメラニンの質や量が毛色や皮膚色
に大きく影響する。メラノサイト前駆細胞 （メラノブラ
スト） は背側の神経冠より発生し，マウスでは E9.5 （胎
生 9.5日齢）から腹側に向かって移動し，E12.5に至る
ころ，真皮層から表皮層にはい出し，つづいて形態形成
中の毛包に移動する。メラノサイトは，ヒトでは毛包間
の上皮にも分布する （残る） が，マウスではほとんどが
毛包に移動し毛包間での分布は極めて少ない。メラノサ
イトではオルガネラ・メラノソーム中でメラニン合成が
行われる。メラニンはメラノソームごと隣接する大多数
のケラチノサイトに受け渡され，毛や皮膚の色として発
現される。結果として当然ながらわれわれヒトは，変温
動物のように体色を瞬時に変化させられないし，紫外線
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